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研究成果の概要（和文）：本研究では「包括的語彙文法学習システムの構築」を目指し語彙・文法学習のための教材と
指導方法を開発し，指導成果を検証した。具体的には，「データ駆動型学習（Data-Driven Learning: DDL）」をコミ
ュニケーション重視の授業に取り入れた。DDL学習群と教師の説明を聞く学習群の比較では，指導1週間後の効果は同じ
だったが，1か月後ではDDL群が記憶保持に優れ，未習文法の規則発見テストではDDL群がより緻密に言語規則を記述し
た。またDDLでは，教師介入が少ないほうが効果が高かった。以上の結果，DDLは「英文法の明示的知識の獲得」「記憶
保持」「言語観察力の向上」に効果があることを確認した。

研究成果の概要（英文）：Data-driven learning (DDL) was investigated with different-level learners and 
showed similar positive results. Using specially developed grammar instructions and material for junior 
and senior high school students, we implemented DDL and traditional grammar instruction to 
communication-centered classrooms in four schools. Posttest results given one week after instruction 
showed that the DDL groups performed as well as the traditional groups; however after four weeks, the DDL 
groups showed higher retention. Students in the DDL groups performed a more detailed analysis on findings 
unknown grammar rules in the posttests. These findings suggest the use of DDL was effective for learning 
and retaining knowledge, and for developing students’ ability to explore language rules. It was also 
found that less teacher intervention during DDL tasks benefitted students Finally, we found that DDL can 
be used to bridge English education between elementary and junior high school.

研究分野： 英語教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
ICT 先進国で教育のスマートラーニング

化が進む一方，日本では 2020 年度を目途に
「児童生徒１人１台の情報端末による教育
の推進」を目標に掲げ，デジタル教科書・教
材の開発・普及が急がれていた。 
本研究者らはそれまでに，「包括的な語

彙・文法学習システム」の構築を目指し，小
学生，中学生，高校生，大学生それぞれのレ
ベルに合わせて語彙・文法学習用のデジタル
教材を開発してきた。本研究はそうした一連
のシステム開発の一環であり，中高生用の語
彙文法学習デジタル教材を開発した。 
さらに今日，英語教育の現場ではコミュニ

ケーションを重視するコミュニカティブ教
授法が推奨されている一方で，英語学習者の
文法知識の弱体化が指摘されている（長谷川，
2015）。そこで，世界の国々と伍していく高
次なレベルの英語力の習得には，コミュニケ
ーション能力の基盤となる語彙力・文法力の
習得が不可欠であると考え，本研究では，コ
ミュニケーション活動を重視する授業に組
み込む，文法指導の方法について検討した。 
本研究では，これまでにない新しい文法

指導の手法としてデータ駆動型学習
（Data-Driven Learning: DDL）に着目し，
コミュニケーション重視の英語授業に DDL
を効果的に組み合わせて活用するための研
究を行った。 

DDL では，検索ソフトを使って，コーパ
スからターゲット語を含む用例を検索して,
語彙・文法を学習する。図 1 は，中学生が
現在分詞の形容詞用法を学習した際に使っ
た DDL 教材で，ターゲット語である man
の前後に出現する語句を観察して，文法規
則を学習者が自分で発見して学んだ。例え
ば、学習者は，「修飾する語と修飾される
man はくっついている」「修飾する語が 1
語なら前から，2 語以上のかたまりなら後
ろから man を修飾する」「日本語は前から
[男の人]を，英語は後ろから[man]を修飾し
て順番が逆」「抽象的な man は修飾される
が，具体的な Mr. Yagi や Ken は修飾され
ない」「修飾される名詞に the や that がつ
いている」等の発見を自分たちで行った。 
このように DDL では，学習者が言葉規

則のハンター」となって，自らの力で言語
規則を発見して記述し，能動的，帰納的，
明示的に英文法を学ぶことができる。さら
に文法規則を発見，記述する学習を通して，
言葉を観察する目が育つので，自立した学
習者を育成することができる。 

DDL は元来，大学生以上の中・上級者向
けの指導法であり，実践成果が報告されて
きたものだが，本研究では入中・高生の指
導用に改定して，日本ではじめてコミュニ
カティブな授業に DDL を導入することを
試みた。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．研究の目的 
本研究の目的は次のようなものであった。 

(1) 中・高生学習者用 DDL 教材開発のための
言語データの収集 

(2) 中・高生学習者用 DDL 教材と指導法の開 
発・実践・効果検証 

(3) 小・中接続における DDL の活用の検討 
(4) 「包括的な語彙・文法学習システム」の

拡充 
 
３．研究の方法 
本節では DDL 教材と指導法にかかわる 

(1) 言語データの収集，(2) 教材・指導法開発，
(3) 指導実践，について述べる。 

 
(1) 言語データの収集 

DDL では学習者の英語レベルに合致した
データベースが必要である。そこで本研究者
らは，中・高生のレベルに合致したデータベ
ースを作成して，拡充している。例えば平成
24 年度版英語検定教科書や Graded Readers 
の読み物教材を新たに収集し，言語データと
して活用できるようにした。 

 
(2) 教材・指導法開発 

DDL は，その効果が認められ，世界的に
活用が広まりつつあるが，中・高生のよう
な入門期学習者の指導に DDL を活用した
事例は世界的に見て少ない。DDL を中・高
の英語授業に適用するには，入門期の学習
者の特性や英語力レベルに合わせて様々な
工夫が必要であった 。例えば，1）学習者
のレベルにあった言語データを精選して提
示し，日本語対訳を載せた。また，入門期
学習が言語規則を発見するのは難しいと言
われることから，2）「気づき」を引き出す
ワークシートを作成して（図 2），気づきを
促すように支援した。 さらに 3）学校の
ICT 環境や生徒・児童の実情に合わせて活
用できるように，パソコンやタブレット
PC を利用する場合と，ペーパー版教材を
利用する場合のどちらにも対応できるよう
にした。 
以上のような工夫をした上で，小・中・高

の教員と協力して，学習教材，効果検証のた
めのテストなどを作成した。また指導の方法
についても，協議して検討した。 
 

図 1 中・高生用 DDL 教材の例 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
(3) 指導実践 

DDL 指導実践では，①DDL と伝統的文
法指導の効果の比較，② DDL における教
師介入の影響，③小学校における DDL 活
用の可能性，について検証した。  
 
① DDL と伝統的文法指導の効果の比較 

3 つの学校で DDL 実践を行った。 
実践 A  
公立中学 3 年生 

DDL 群 38 名  従来型群 38 名 
実践授業 5 回 
教材 現在分詞や過去分詞などの修飾表現 
テスト 穴埋め作文，会話文の完成など 
 
実践 B  
国立大学附属中学 3 年生  

DDL 群 20 名，従来型群 21 名 
実践授業 12 回 
教材 受動態，現在完了など 
テスト 部分英作文，整序問題など 
   未習文法事項の発見テスト 

実践 C 
公立中学 2 年生 

DDL 群 51 名，従来型群 29 名 
実践授業 8 回 
教材 基本動詞（play, have, take など） 
テスト 自由英作文，イラスト描写など 
    未習文法事項の発見テスト 

 
② DDL における教師介入の影響 

DDL による発見学習のあとに，発見した
文法規則を 1）生徒自身がまとめる「生徒ま
とめ型」と，2）教師がまとめる「教師まと
め型」の 2つのタイプで指導効果を比較した。 
生徒まとめ型群 66 名 
教師まとめ型群 67 名 
授業実践 2 回 
教材 make +O+C，want +人+ to… 
 
③ 小学校における DDL 活用の可能性 
小・中の英語教育の連携という視点から，

小学校 6 年生において，音声で慣れ親しん
だ英文に対して初めて文字に触れさせ，英
文法に意識を向けさせるという目的で
DDL を導入した。 
参加者 公立小学校 6 年生 44 名 
教 材  like を使った文構造の発見 
授業  2 回 
調査  言葉のルールに関する発見内容 
 
４．研究成果 

DDL 実践の成果は(1) DDL と伝統的文法
指導の比較, (2) DDL における教師介入の
影響，(3) 小学校における DDL 活用の可能
性，の順に述べる。最後に(4)として DDL
教材・指導法開発にかかわるその他の成果
と，「包括的な語彙文法学習システム」の構
築にかかわる成果について報告する。 
 
(1）DDL と伝統的文法指導の比較 
①記憶の保持 
異なる学校で実践した 3 件の実践結果を

1 つにまとめたものが図 3 である。いずれ
も指導 1 週間後の事後テストでは DDL 群
と従来型群のどちらにおいても，同様の高
い指導効果があったが，1 ヵ月後の遅延テ
ストでは，DDL 群では得点が上昇していた
のにたいして，従来型群では得点は下がり，
得点の差は統計的にも有意なものであった。 
DDL は「英文法の明示的知識の獲得」「記
憶保持」に効果があることを確認した。 
 
②文法発見の気づき 
気づきの結果，未習の文法事項を発見する
テストとして文構造の気づきテストを行い，
3 名の採点者が採点した。結果の一例を図
4 に示した。2 例の実践のいずれにおいて
も，DDL 群と従来型群で文構造に対する気
づきの数に差があることが確認できた。
DDL で自ら規則を発見する経験を積んだ
生徒は， 未習の文法規則を発見できるよう
になった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 DDL 指導の統合結果 

1 英文を先生と一緒に読もう。  □ 読みました 

2 リスト 1 の make の意味は何か。                       

3 

リスト 2 を見てください。 
① make の日本語訳に下線を引こう。made/makes/makes の意味は何ですか。 
                                         
② 例にならって make/makes/ made の右側にくる語を◯で囲もう。 
③ ◯で囲んだ語に共通する特徴か。 
                                           
④ 例にならって，◯で囲んだ語の隣の語やかたまりを□で囲もう。 
⑤ □はどんなことを表しているか考えよう。 
⑥ ◯と□の関係を考えよう。 

4 

リスト 1，2 の日本語訳と英文の構造を観察して，発見した言葉のルールやパターンを書こう。 

自分の意見 

 

 

発見した数だけ塗ろう 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

友達の意見 
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まとめ 
 
 
 
 
 

 

 

図 2 DDL 発見ワークシート 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(2) DDL における教師介入の影響 
教師の介入の度合いによって，介入の少な

い「生徒まとめ型」群と，介入の多い「教師
まとめ型」群における未習文法事項に対する
気づきの件数や記述内容を比較した。学習者
の発見シートの記述を 2人の採点者が採点し
て，比較分析した結果の一部を図 5に示した。   
教師の介入の少ない「生徒まとめ型」におい
て，未習の文法事項に対する気づきの件数が
多かったことから，学習者が思考する機会の
多い「生徒まとめ型」において，気づきの目
がよりよく育っていったことが確認された。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(3) 小学校での活用の可能性 
小学校 6 年生が[主語＋動詞＋目的語]の

用例を見て DDL で発見学習した結果，言
葉の順序・位置，句読点，冠詞や数，品詞，
発音に対して気づきがあった。また 6 年生
の 6 月よりも，中学校入学を控えた 2 月の
ほうが文法規則の発見数は多く，文法規則
の発見自体をより楽しんでおり，さらに中
学校の英語の学びへと意識が向けられてい
たことが確認された。以上のことから，
DDL は小学校での文法指導に活用が可能
なこと，導入時期については英語学習歴を
考慮する必要があることが判明した。 

 
(4) その他の成果 
① 語彙・文法学習の習得プロセスモデル 
本研究における DDL 研究の成果を総括

して，「語彙・文法学習の習得プロセスモデ
ル」を立てた（図 6）。モデルを活用するこ
とで，コミュニケーション活動を重視する

英語授業に，DDL をどのような方法とタイ
ミングで組み入れると効果的かを議論する
際に，より詳細な検討ができるようになる
と考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これまでの研究成果を踏まえ，図 6 をもと

に，DDL の活用を考える。コミュニケーシ
ョン重視の英語授業では，学習者は接触する
英語から文法規則に「気づき」，それを暗示
的に理解している。そこに DDL を組み入れ
ることで，文法事項に関して「明示的な理解」
が獲得され，知識がテイクインされ（取り入
れられ），「インテイク」へと変容すると考え
る。そうして獲得した明示的知識は，言語使
用においてモニターの役割を果たし，正確な
英語の活用力の礎となると考える。 
 
②英文法学習系統表 

DDL 文法学習教材の開発にあたっては，
教科書の英文法学習が単元ごとに独立して
いて，文法学習全体の道筋や文法項目間の系
統性が把握しづらく，教科書によって学習順
序等の扱いが異なるという問題があった。 
そこで英文法学習に系統性を持たせ，文法

学習の道筋を示すために「英文法学習系統
表」を試作し，英文法学習の系統性の可視化
を試みた。作成した「英文法学習系統表」は，
小・中・高の英文法学習を接続・連携させる
手がかりになるものと考える。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5 教師の介入と気づきテストの結果 
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図 4 気づきテストの結果 

図 6 語彙・文法学習の習得プロセスモデル 

図 7 英文法学習系統表の例 

 



③ 多言語・生活語彙学習教材の作成 
「包括的な語彙文法学習システム」の一部

となる語彙指導のための書籍を 2 冊刊行し
た。1 冊は英語・生活語彙を学ぶための指導
の方法と，コピーして自由に使える教材を掲
載したものであった。もう 1 冊は，生活語彙
を日・英・中・韓の 4 カ国語で学べる多言語・
生活語彙学習教材で，中国の出版社から刊行
された。これらを利用することで，中学校以
降の英語教科書で不足する生活語彙を多角
的に学ぶことができる。 
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